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【内容】 
○実証実験拠点「5Gイノベーションラボ」の整備 

当センターでは、令和元年度よりコワーキングスペースを

開設し、県内企業の新たなサービスやビジネス創出の可能性

を検討する場として企業の DX等を活用したイノベーション

創出を支援しています。県内産業における DX推進をさらに

加速させるため、株式会社 NTTドコモの協力により、次世代

通信を活用したイノベーションの可能性を検証する実証実

験拠点「5Gイノベーションラボ」をコワーキングスペース

内に整備いたしました。 

 

①5Gビジネスセミナーの開催（11/29） 

 「5Gイノベーションラボ」をご紹介すると共に次世代通

信に関する最新の技術動向や以下のようなソリューション

体験の紹介を実施いたしました。 

・高精細画像の即時配信 

・多視点画像合成によるデジタルモデル作成 

・スマートグラスによる作業支援 

・ロボットを活用した遠隔操作 

 当日は対面とオンラインのハイブリッド開催により、30

社 38名の方々にご参加いただきました。 

 

②ワークショップの開催（12/14、2/7） 

「5Gイノベーションラボ」の整備と共にデジタル技術の

活用検討や実証実験等に取組む DX推進研究会を立上げまし

た。今年度は研究会の取り組みとして、現状の課題やソリュ

ーションの活用アイデア等について意見交換をするワーク

ショップを以下の 2テーマで開催いたしました。 

・スマートグラスと搬送ロボットの活用 

・ものづくり現場の DX 

各回 8社にご参加いただき、農業の収穫支援ツールとし

ての活用やメンテナンス作業でのスマートグラス活用等現

場の課題や解決のアイデアについて様々な意見が交わされ

ました。 

 ③関連技術の研究 

今年度はロボットの遠隔操作での遅延の評価やスマート

グラスでの画像処理方法の評価を行い、操作感覚の従来通信

との差異や、AI等の画像処理をより高速に処理するための

方法について検証いたしました。 

 

【活動の成果】 
企業との意見交換等を通じて、現場の課題やソリューションに関するニーズを収集することがで

きました。次年度以降は活動の成果を基に、より具体的なデジタル技術活用の可能性を検証するワ

ーキンググループを DX推進研究会内に立ち上げ、新たなサービスやビジネスの創出を支援致しま

す。 
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図１ ソリューション体験の様子 
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